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刺し身に
あう

 辛口が好
きです

　出身は名古屋です。名前
の由来は元プロ野球選手の
荒木大輔さん。祖母の影響
で小さい頃から野球をやら
されていました（笑）。今
は妻と８カ月の長男と３人
で暮らしています。

　帰国後は「食品の微生物
も研究できるはず」と対象
を変更しました。ビール党
なので最初はビールから。
日本酒は酸味が強く、刺し
身にあう辛口が好きです。

　地元の大学を卒業後、広島
大学大学院を修了しました。
環境美化へ河川の微生物が起
こす反応を研究していました。
29歳から３年間はマレーシア
で大学講師に。生活も講義も
全て英語で大変でしたがとて
も充実していました。

須崎で仕入れる新鮮な魚が自慢の海鮮丼

（高知市の「おひざ処・秀」）

チ
ー
ム
力
の
底
上
げ
に
励
む
硬
式
野
球
部

日本酒の成分分析方法を開発した小崎大輔准教授。「自画自賛ですが、
これはすごい方法だと思う」と笑う（高知市曙町２丁目の高知大学）

醸
造
過
程
の
日
本
酒
（
佐
川
町
甲
の
司
牡
丹
酒
造
）

研
究
室
に
は
日
本
酒
サ
ン
プ
ル
が
多
く
冷
凍
保
存
さ
れ
て
い
る

　高知大学理工学部で分析化学を研究する小崎大輔准教授（�）が、日本

酒の新たな成分分析方法を開発。低コストかつスピーディーな商品造り

を可能にした。「蔵元が目指す味へ導く方位磁石」と表現する技術で、「よ

りおいしい日本酒造りへ、高知から夜明けぜよ�」と意気込んでいる。

カツオ、カンパチ、タイなど旬の魚が載った海鮮

丼が、なんと６００円。みそ汁とおかずも付いてきま

す。「親元を離れた県外の学生におふくろの味を提

供したい。土佐沖のおいしい魚を安く、いっぱい食

べてほしい」と語るのは「おひざ処・秀」店主の氏原

美香さん（�）。毎日、須崎で仕入れる魚が自慢の店

です。

　開業�年で、現在の朝倉キャンパス東門近くに

移転して�年。店内は座卓が並んだ広い座敷で�

人ほどが入れます。「ひざを突き合わせて語らう温

かい場所に」という意味を店名に込めたそうです。

　平日午後９時を過ぎると、部活終わりの体育会

系の学生が次々にやって来ます。ボリュームたっ

ぷりの唐揚げ丼（６００円）も人気とのこと。「寂しが

りだから多くのお客さんに来てもらいたい」とい

う氏原さんの温かい人柄で、愛されるお店です。

　高知市朝倉本町１丁目�の�。午後５～�時、不

定休、電話０９０・２８９３・２２４４。

　（学生広報スタッフ・浦崎晃生＝人文社会科学部

３年）

　高知大の硬式野球部は四国六

大学リーグの２部にいるチーム

です。この冬に体力と技術を鍛

えて、１部復帰を目指していま

す。

　創部は１９７５年。１部リーグ優

勝を�回果たした歴史がありま

す。

　現チームは県外の野球経験者

を中心に�人。私は３年目のマ

ネジャーで日々の練習やリーグ

戦の試合記録、球場アナウンス

などでサポートしています。

　今年チームは春の２部リーグ

を優勝。秋は１部で戦い、上位チ

ームから勝利をもぎ取ることも

ありましたが最終的には最下位

でした。２部との入れ替え戦で

は、五回コールドで先勝。選手と

ともに大喜びしました。ただ気

の緩みが出て、続く２試合に敗

れました。「このメンバーなら残

留できる！」と信じていたので

悔しさはいっぱいですが、選手

のプレーに一喜一憂し、一丸で

戦えたことは誇りです。

　主将はこの冬の練習で、チー

ム力の底上げを掲げました。初

戦は来年４月６日。全員野球で

１部昇格を目指します。応援よ

ろしくお願いします。

　（森脇千尋＝人文社会科学部

３年）

　
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
日
本
酒
が
お

好
き
で
す
か
。
グ
ル
コ
ー
ス
（
糖
）

が
多
く
飲
み
や
す
い
甘
口
？

有

機
酸
を
多
く
含
む
さ
わ
や
か
系
？

は
た
ま
た
、
エ
タ
ノ
ー
ル
（
ア
ル

コ
ー
ル
）
が
多
い
辛
口
？

近
年
、
愛
飲
家
の
好
み
に
合
わ

せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
日
本

酒
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
知

県
に
は
�
の
蔵
元
が
あ
り
、
製
造

量
は
四
国
最
多
。
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
（
高
知
市
）
で
は
酵
母
の

開
発
も
行
わ
れ
て
お
り
、
酒
造
り

が
盛
ん
で
す
。

そ
こ
に
化
学
の
力
が
加
わ
る

と
、
お
い
し
い
酒
造
り
に
貢
献
で

き
る
と
思
い
、
高
知
大
学
に
赴
任

し
た
２
０
１
７
年
か
ら
研
究
を
し

て
い
ま
す
。

蔵
元
の
収
益
拡
大
へ

私
が
�
年
に
開
発
し
た
の
は

「
Ｍ
Ｆ
Ｓ
―
Ｉ
Ｃ
」
と
い
う
分
析

方
法
。
和
名
は
多
機
能
分
離
型
イ

オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い

っ
た
感
じ
で
す
。
日
本
酒
の
味
を

決
め
る
グ
ル
コ
ー
ス
、
有
機
酸
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
一
つ
の
機
器
で
同

時
に
分
析
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
３
成
分
を
別
々
の
機
器
で
測
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
蔵
元
は
労
力
や
コ
ス
ト
を
大

幅
に
削
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
新
技
術
を
使
い
、
醸
造
開

始
温
度
、
タ
ン
ク
管
理
温
度
、
加

水
の
量
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
別
々
の

条
件
に
し
て
一
つ
の
酵
母
か
ら
約

�
種
の
お
酒
を
試
験
醸
造
し
ま
し

た
。
数
日
お
き
に
少
量
の
サ
ン
プ

ル
を
取
っ
て
分
析
し
、
ど
の
時
期

で
糖
や
酸
味
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
変

化
が
出
る
の
か
を
記
録
。
仕
上
が

り
の
成
分
を
デ
ー
タ
に
取
り
ま
し

た
。デ

ー
タ
を
見
れ
ば
、
お
お
よ
そ

の
味
の
見
当
が
付
き
ま
す
。
こ
の

技
術
が
で
き
る
ま
で
は
、
新
し
い

酵
母
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
３
～

５
年
を
要
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
味
に
仕
上
が
る
か
、
特
徴
を
捉

え
な
が
ら
見
極
め
る
の
に
試
行
錯

誤
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｍ
Ｆ
Ｓ
―
Ｉ
Ｃ
で
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
を
参
考
に
す
る
と
軌
道
修
正

も
で
き
る
。
味
を
変
化
さ
せ
ら
れ

る
〝遊
び
〟を
残
し
て
い
る
の
で
、

そ
こ
は
職
人
さ
ん
の
腕
と
セ
ン
ス

の
見
せ
ど
こ
ろ
。
微
調
整
し
、
理

想
と
す
る
お
酒
に
１
年
程
度
で
仕

上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
利
点
で
す
。

蔵
元
の
収
益
拡
大
に
は
新
商
品
の

開
発
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
新
し
い

酵
母
を
導
入
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

司
牡
丹
と
新
酒
醸
造

�
年
か
ら
は
、
司
牡
丹
酒
造

（
佐
川
町
）
と
い
う
力
強
い
パ
ー

ト
ナ
ー
を
迎
え
、
新
し
い
日
本
酒

造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｍ

Ｆ
Ｓ
―
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
て
造
っ
た

新
酒
も
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

期
待
し
て
く
だ
さ
い
！

今
、
酵
母
の
デ
ー
タ
が
あ
る
の

は
２
種
類
。
今
後
、
県
が
開
発
し

た
酵
母
の
特
性
を
解
明
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
土
佐
酒
の
開
発
に
携
わ

る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
重
要
な
要
素

で
あ
る
香
り
も
研
究
に
加
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
は
、
名
前
の
通
り
日
本

の
伝
統
文
化
。
い
ろ
ん
な
お
酒
を

皆
さ
ん
に
届
け
、
喜
ん
で
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

２０２３年（令和５年）�月�日（火曜日） （�）（第３種郵便物認可） ☆


